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ご あ い さ つ

１９８７年末に行われた米ソ首脳会談で中距離核戦力（ＩＮＦ）の廃止が合意

され，世界の核兵器の脅威は一歩和らげられた感がします．一方わが国の原子力

発電は需要電力の２７％（１９８６年度）をまかなうようになり，私達の生活と

原子力の関係はますます密接なものになりつつあります．そんな中で１９８６年

４月のチェルノブイリ原子力発電所事故による放射能汚染は予想以上のものがあ

り，このような事故防止への絶対の努力とともに環境中の放射能調査の重要性は

ますます大きくなっています．

当衛生研究所はチェルノブイリ原子力発電所事故によるわが国の影響を全国で

初めて観測し，以後も調査を続けてまいりました．幸い，環境中の放射能レベル

は漸減し事故以前の状態に戻りつつありますが，当初予想されたようにヨーロッ

パからの輸入食品中に異常放射能の検出されるものが出ております．幸い当所が

行った市場調査では暫定限度を越えるレベルのものはありませんでしたが，今後

の調査継続が大切であります．

ここに一年間に行われた環境中および食品中の放射能調査の結果をまとめまし

た．これまでのご理解とご協力を深く感謝するとともに，皆様のお役にたてば幸

いと思います．

今後とも関係各位の一層のご指導とご協力をお願い致します．

１９８８年２月

神奈川県衛生研究所長

松 崎 稔
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１ ． は じ め に

本報告書は神奈川県内において１９８７年１月１日から同年１２月３１日まで

の１年間に調査，採取した試料についての放射能濃度，空間線量率およびウラン

濃度についての調査結果をまとめたものである．１年間の試料数は４４３試料で

あった．

１９８６年４月２６日に発生したソ連チェルノブイリ原子力発電所事故の影響

により，ヨーロッパから輸入される食品の放射能汚染が懸念され，輸入食品の調

査を行った．

なお，以上の調査は科学技術庁放射能調査委託費，県食品衛生指導費，衛生研

究所費によった．

また，当所ではアメリカ海軍横須賀基地への原子力艦船の寄港に際し，科学技

術庁・海上保安庁・横須賀市と共に放射能現地調査班（本部：横須賀市役所内）

に参加し，原子力艦船の入港毎に放射能監視を行っている．



２ ． 調 査 項 目

試 料 名 種 別 採 取 地 試料数 計測項目

雨水 定時降水 横浜市旭区 120 G

雨水ちり 月間降下物 〃 12 B，G

上水 水道水 〃 1 B

〃 原水 津久井郡津久井町 2 B，G

河川水 表流水 平 作川 10 U

海水 表面水 横須賀市小田和湾 1 B

〃 〃 久里浜湾，真鶴湾 4 U

土壌 0- 5 cm 横浜市保土ヶ谷区 1 B

〃 5-20 cm 〃 1 B

〃 0-20 cm 横須賀市 4 U

河川底質 平 作川 12 U

海底堆積物 横須賀市小田和湾 1 B

〃 久里浜湾，真鶴湾 4 U

ミルク 生乳 藤 沢市 15 G

〃 市販乳 横浜市旭区 2 B，G

〃 粉乳 藤 沢市 10 G

ダイコン 根 横浜市旭区，大和市 2 G

ホウレンソウ 可食部 〃 ，〃 2 G

サトイモ 〃 〃 1 G

キャベツ 〃 〃 1 G

ニンジン 〃 〃 1 G

コメ 精白米 横浜市旭区 1 G



試 料 名 種 別 採 取 地 試料数 計測項目

チーズ 輸入食品 座間市，茅ヶ崎市 10 G

香辛料 〃 相模原市，小田原市 10 G

スパゲッティ 〃 藤沢市， 〃 7 G

ジャム類 〃 〃 ， 〃 6 G

〃 〃 横浜市旭区 2 G

チョコレート 〃 藤 沢市 1 G

肉類及加工品 〃 〃 ，座間市 7 G

〃 〃 厚 木市 3 G

日常食 都市成人 平塚保健所管内 2 B，G

ワカメ 全体 久里浜湾，真鶴湾 3 B,G,U

ホンダワラ 〃 真 鶴湾 1 B

カジメ 〃 真 鶴湾 1 B

テングサ 〃 真 鶴湾 1 B

ソウダガツオ 可食部 平 塚市 1 G

サバ 〃 〃 1 G

アジ 〃 ，全体 〃 ，小田原市 2 B，G

イワシ 全体 〃 1 G

イカ 全体 〃 1 G

大気浮遊じん 吸引ろ過 横浜市旭区 62 B，G

空間線量率 ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀｰ 〃 102 ガンマ線

〃 〃 横須賀市長坂 11 〃

備考：B／全ベータ放射能

G／ガンマ線スペクトロメトリーによる核種分析

U／ウラン分析



３ ． 分 析 方 法

1 )核種分析

ガンマ線スペクトロメトリーにより行う．試料の調製は下記の方法に

よる．

①雨水：降水毎に定時（９時）に採取する．この一定量を取り，アル

カリ性とした後，チオ硫酸ナトリウムを添加，1 0 m l程度まで加熱濃縮する．

冷却後，アクリル樹脂製容器（以下，Ｕ－８とする）に封入する．

②雨水ちり：5 0 0 0 c m の水盤により１カ月間の雨水ちり等の降下物を２

採取する．硝酸酸性とした後ろ過する．残さは 4 5 0℃で灰化し，ろ液は加

熱濃縮し，両者を合わせてＵ－８容器に封入する．

③上水：一定量を取り，アルカリ性とした後，チオ硫酸ナトリウムを

添加，1 0 m l程度まで加熱濃縮する．冷却後，Ｕ－８容器に封入する．

④牛乳：放射性ヨウ素

「放射性ヨウ素分析法」科学技術庁編（1 9 7 7）による．

：放射性セシウム等

4 5 0℃で灰化し，一定量（約3 0 g 程度）をＵ－８容器に封入する．

⑤農畜産物，海産物等：牛乳（放射性セシウム等）と同様に処理する．

⑥大気浮遊じん：ハイボリュームエアーサンプラーを用いガラス繊維

ろ紙上（東洋濾紙ＧＢ１００Ｒ）にろ過捕集し，ろ紙を直径 5㎝の円形に

成型して試料とする．

2 )ウランの定量

①河川水，海水：懸濁物をろ別した後，試料中のウランを水酸化アル

ミニウムで共沈捕集，酢酸エチルで抽出後，アルカリ融解（炭酸ナトリウ

ム：炭酸カリウム：フッ化ナトリウム／9 1： 9 1： 1 8）し，固体けい光法に

より定量する．

②土壌：1 1 0℃で乾燥した後，0 . 2 9 7 m mのふるいを通す．硝酸抽出を行

い，以下，河川水，海水と同様に分析する．

③河川底質，海底堆積物：0 . 2 9 7 m mのふるいを通した後，凍結乾燥を行

う．以下，土壌と同様に分析する．

④海草（ワカメ）：風乾後，電気炉中5 0 0℃で灰化する．以下，土壌と

同様に分析する．

3 )全ベータ放射能

「全ベータ放射能測定法」科学技術庁編（1 9 7 6）による．



４ ． 計 測

1 )ガンマ線スペクトロメトリー

アプテック製Ｇｅ半導体検出器（容積：5 5 m l，半値幅：1 . 8 6 keV－

1 . 3 3 M e V )をニュークリア・データ社製ＮＤ－６６波高分析器に接続．

2 )空間線量率

アロカ製ＴＣＳ－１２１型ＮａＩシンチレーションサーベイメーター．

（１×１”Φ）

3 )ウランの定量

アロカ製ＦＭＴ－４フリオリメーター

4 )全ベータ放射能計測

ＴＤＣ－６型計測装置．ＧＭ管はＧＭ５００４（窓厚2 . 4 m g ･ c m ）．－２

5 )検出限界

個々のピーク計数値もしくは全計数値が，その標準偏差の３倍を超え

るものを有意，それ以下の値は全て検出限界以下とし，ＬＴＤ（L e s s than

d e t e c t a b l e）と表示する．

ガンマ線スペクトロメトリーにおける検出限界は，核種の種類や濃度，計測

時間や試料の処理法，量，形態などに左右される．

各試料におけるＬＴＤ値は次に示した通りである．



①ガンマ線スペクトロメトリーの検出限界

試 料 名 Ｌ Ｔ Ｄ 値 単 位

－１雨 水 ０．０２ Bql

２月間降下量 ０．０７ MBqkm-

－１上 水 ０．０２ Bql

－１土 壌 ０．０２ Bqkg

－１農畜産物 ０．０２ Bqkg
１３１ －１ミルク Ｉ ０．０２ Bqkg

－１海 産 物 ０．０２ Bqkg

－３大気浮遊じん ０．２ mBqm

② 全ベータ計測の検出限界

試 料 名 Ｌ Ｔ Ｄ 値 単 位

－２月間降下量 ４００ MBqkm

－１陸 水 ０．２ Bql

－１海 水 ０．１ Bql

－１土 壌 ２００ Bqkg

－１農畜産物 １０ Bqkg

－１海 産 物 ２０ Bqkg

6 )灰分

電気炉で4 5 0℃， 2 4時間灰化した時の残さを灰分とした．

５ ． 調 査 結 果

環境中の放射能レベルの調査結果を要約すると次のようである．

①降水中には人工放射性核種は，年間を通して検出されなかった．

②月間降下物中に， C sが１９８６年１２月より１９８７年４月にかけて再び１３４

検出された．また R uが４月に検出されるなど，チェルノブイリ原子力発電所１０６

事故の影響が成層圏にまで及んでいることが示唆された．

③大気浮遊じんでは，人工放射性核種は降水と同様，年間を通して検出されな

かった．

④空間線量率は，年平均で6 . 4μ R h （ n = 1 0 2，横浜市）と１９８５年の水準にー１

戻った．

チェルノブイリ原子力発電所事故から約２年が経過し，環境中の放射能レベル

は漸減し，事故以前の状態に戻りつつある．

食品では，育児乳に C sが検出されたものの C sのレベルは例年と同様であ１３４ １３７

った．また，ヨーロッパからの輸入食品（全食品輸入量の 2％弱）の放射能汚染

が心配され，県独自にパスタ，チーズ類を中心に 4 6件について Cs， C sの検１３７ １３４



査をおこなった．その結果は，表６に示してある．

施設周辺のウラン濃度の調査結果からは，周辺環境への施設からの影響は認め

られなかった．

調査結果の詳細は，表１～１３に環境及び食品中の放射能（線）について，表

１４～１９に核燃料加工工場周辺を中心としたウランについて示してある．

米海軍の原子力艦船の横須賀基地寄港に際し，放射能現地調査班（横須賀市，

科学技術庁，海上保安庁，神奈川県で構成）の一員として調査に参加している．

１９８７年の米海軍原子力艦船の米海軍横須賀基地への入港は，延べ 2 5艦１６２

日であった．寄港時調査の結果は，すべて平常の範囲内であった．

問い合わせ先

神奈川県衛生研究所生活環境部放射能科

〒２４１ 横浜市旭区中尾町５２ー２

Tel ０４５（３６３）１０３０ 内線２８８，２８９


